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排水(濁水)発生過程 水循環概要図

排水の利用／放流方針
消火用水
懸濁物排除

余剰水 下水道排除基準の達成

水処理条件

設備フロー

汚泥処理

濁水処理設備 濁水処理量 ｍ
3
/d ( ｍ

3
/h ）

浮遊物質量(ＳＳ) mg/ mg/

1 沈砂槽／処理水槽 20ｍ×20ｍ×2.5ｍD                           ＝ 1000ｍ
3

2 急速撹拌槽 φ2.5ｍ×2.5ｍD                              ＝   12ｍ
3

排水流下／機器配置
3 緩速撹拌槽 φ3.4ｍ×5ｍD                                ＝   45ｍ

3

4 沈殿槽 φ14ｍ×5ｍD                                 ＝  408ｍ
3

5 脱水ケーキ 汚泥 0.2kg/ｍ
3
×1000ｍ

3
/d÷(2/100）＝10000kg/d    → 10ｍ

3
/d

ケーキ 0.2kg/ｍ
3
×1000ｍ

3
/d÷(20/100）＝1000kg/d    →  1ｍ

3
/d

上部沢水排水

雨水排除量
最大時間降水量(過去5年)： ｍｍ/h
上部集水面積           ： ha 最大雨水流出量 ｍ

3
/h

排除イメージ
降雨量 滞水池水深

水量 ポンプ排水量

時間経過
ポンプ能力 2.65m3/min×26.0ｍAq 口径200（2台）

凝集沈澱処理

(処理水＋汚泥)

場外処分(有害物質含有)脱水減溶(脱水ケーキ)凝集沈澱汚泥

循環設備目詰り予防

排除基準達成

1000 125 :8.0h 稼動

循環利用

下水排水 有機汚濁(SS依存)
有害物質:ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類(SS依存)

濁水処理対策工検討案

10200流入： 放流：

懸濁物除去

濁水処理設備
(経済的な設計のために)

流入水量
抑制

38.5
4.5

(廃棄物最終処分場の計画・設計容量／全国都市清掃会議編：p371)

消火排水：濁水処理
沢水 ： 廃棄物層迂回

1733
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消 火
廃棄物浸透
(汚濁成分溶出)

鉛直下方浸透
(汚濁成分溶出)

止水壁回収
(ポンプ揚水)

基盤岩面
滞水流下

水処理
回収排水 循環利用／消火用水

下水道排水

止水壁回収
(ポンプ揚水)

上部止水壁
＋ポンプ排水

原川

基盤岩

断面図 消火用水

止水壁

仮設ポンプ

止水壁

+凝集沈澱装置
沈砂池

沢水
循環利用水

下水道排水

濁水処理設備

降雨時

消火排水流下

沢水利用

(岐阜市下水道条例による)

沈砂槽 急速撹拌槽 凝集沈殿槽 処理水槽ｐＨ調整槽 緩速撹拌槽

M Ｍ

脱水機

脱水ケーキ
脱離液

遮水壁

Ｐ

M M

汚泥濃縮槽

汚泥濃縮槽

無機凝集剤 中和剤 高分子凝集剤



ダイオキシン類汚染領域の推定

観測状況

分布推定

汚染領域平面図

ダイオキシン類の汚染領域の考え方 第３回技術専門会議
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温度領域100℃以上
　⇒3ng-TEQ/g以上温度領域70℃以上100℃未満

　⇒1ng-TEQ/g以上3ng-TEQ/g未満

温度領域100℃以上
　⇒3ng-TEQ/g以上

温度領域70℃以上100℃未満
　⇒1ng-TEQ/g以上3ng-TEQ/g未満

観測ボーリング孔

ガス調査

発酵性ガス検出
ＣＨ４

燃焼系ガス検出
ＣＯ、ＣＯ２

有害成分検出
ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類状況推定

生成の危険性
蓄積の危険性
拡散の危険性

温度１００℃以上
 水 → 蒸発：乾燥状態
 空気供給不足：不完全燃焼

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類
生成・蓄積

高濃度ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類のおそれ
３ng-TEQ/g以上

温度１００℃
周辺領域

 水   → 緩やかな流動
 空気 → 緩やかな流通

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類
拡散・蓄積

低濃度ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類のおそれ
１ng-TEQ/g以上３ng-TEQ/g未満

【温度領域：100℃以上】

【温度領域：70℃以上100℃未満】

温度領域70℃以上100℃未満
　⇒1ng-TEQ/g以上3ng-TEQ/g未満

温度領域100℃以上
　⇒3ng-TEQ/g以上

分級により高濃度汚染を分離

観測ボーリング孔
　ガス調査結果
　　　　からの分類

：0.001ng-TEQ/ N未満

：0.100ng-TEQ/ N以上

：0.001ng-TEQ/ N以上

：1.000ng-TEQ/ N以上

(参考)発生ガス調査結果

※TEQ　　：毒性の強さを加味したダイオキシン量の単位。
(毒性等量)   ダイオキシンは、塩素の数及び位置が異なる異性体の混合物として環境中に存在する。
　　　　　 毒性の強さは異性体よって異なるため、ダイオキシン異性体の量を単純に合計しても、その数値で毒性影響
           を評価することはできない。そこで、ダイオキシンでは、各異性体の量にそれぞれの毒性の強さの係数を乗
           じた値の総和として表わすのが一般的となっている。
　12%換算：施設等からの排ガスを清浄な空気で希釈した場合、排出されるガス濃度も希釈されるので一定酸素濃度を
           基準に換算して比較するもの。ダイオキシン類対策特別措置法施行規則　第２条では廃棄物焼却炉にあって
           は12％とされている。

b-31

汚染領域断面図



作業員の安全確保

項　目 内　　容 測定内容 大気 地下水 排水 大気 地下水 河川水 排水 土壌 河川底質 騒音・振動

準備工 燃焼部の確認
孔内温度調査
孔内ガス調査

温度・燃焼ガスの確認 - -

水処理対策工(付帯工) 消火排水　水質調査 浸出水、処理水の水質確認 - -

消火工
孔内温度調査
孔内ガス調査

高温領域の確認、温度低下の確認 ガス・粉塵等測定 -

掘削 土壌・廃棄物調査 汚染領域の確認 ガス・粉塵等測定 -

選別 粒度、含水状況調査 場外処理による受入基準を確保 ガス・粉塵等測定 -

場外処分 廃棄物調査 廃棄物の汚染濃度分析 - 定期測定

整形・埋め戻し 土壌調査 土壌の分析 ガス・粉塵等測定 -

場内整備 - - - -

工事完了時 - - - 完了時測定 完了時測定 完了時測定 完了時測定 完了時測定 完了時測定 完了時測定 完了時測定 完了時測定 -

工事完了後 - - - (定期測定) 定期測定 定期測定 (定期測定) 定期測定 定期測定 定期測定 (定期測定) 定期測定 -

モニタリング計画案

場　　　内

各対策工の機能効果の監視

③場内・場外モニタリング

場　　　外

周辺環境への影響を監視

連続測定
定期測定

連続測定
定期測定

連続測定
定期測定

連続測定
定期測定

定期測定定期測定
連続測定
定期測定

定期測定 定期測定

調査・測定 ①施工時の調査 ②作業環境測定

施工に必要な現場状況の確認

工　　　程

目的

対策工

廃棄物処理工

モニタリングの概要

①施工時の調査
現地状況を確認し、汚染の範囲と濃度の確認を行
う。

工事に必要な安全性及び施工性を確保するため現場
状況の確認を行う。

②作業環境測定
対策工の実施にあたって、作業員の安全を確保す
る。

労働安全衛生規則及びその他法令に基づき、規定さ
れた項目について、各種測定を実施し作業環境保全
のための監視を行う。

③場内・場外モニタリング
周辺の生活環境への影響を把握するため、環境モニ
タリングを実施し監視を行う。

主な実施のポイント
・消火作業による周辺地下水、大気環境への影響
・掘削作業による周辺地下水、大気環境への影響
・汚染拡散時の緊急対応

第３回技術専門会議
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※場外箇所は、現状測定箇所を記
載。


